
1.業務実施概要
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今回の市民意識調査アンケートでは、WEBフォームおよび一部郵送調査を活用し、6,862人の有効回答を得た。

1.業務実施概要

調査概要

調査対象 札幌市内在住の16歳以上の男女

サンプル数 有効回答数 6,862人

調査方法 WEBフォームを作成し、貴市公式LINEにて回答を求めたほか、一部不足年代に対して郵送調査を実施

調査期間 令和7年12月29日(月)～令和8年2月18日(水)

抽出手法 【郵送調査分】貴市電算システムによる無作為抽出

その他

以下の方法でも本調査への回答協力を告知・依頼を実施した

• 貴市公式Instagram、X、Facebookでの告知

• 北海道新聞社が有するIDを用いた配信

• 市内高等学校での告知



2.調査結果の詳細
-  回収結果および基本情報

-  問1 まちづくり戦略ビジョンについて

-  問2 基本目標について

-  問3 まちづくりの重要概念に関する取組について

-  問4 人口減少について
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● 2.調査結果の詳細
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性別 年代

44%

52%

1%

3%

男性 女性 その他 回答なし

( n = 6,862 ) 

3%

10%

17%

21%
22%

16%

12%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

( n = 6,862 ) 

アンケート回答者の基本情報（1/3）



● 2.調査結果の詳細
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居住区 18歳以下の子ども有無

14%

13%

13%

10% 6%

12%

6%

8%

12%

7%

中央区

北区

東区

白石区

厚別区

豊平区

清田区

南区

西区

手稲区

32%

68%

いる いない

( n = 6,862 ) ( n = 6,862 ) 

アンケート回答者の基本情報（2/3）



● 2.調査結果の詳細
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障がいの有無

10%

88%

3%

はい いいえ 回答なし

( n = 6,862 ) 

アンケート回答者の基本情報（3/3）



2.調査結果の詳細
-  回収結果および基本情報

-  問1 まちづくり戦略ビジョンについて

-  問2 基本目標について

-  問3 まちづくりの重要概念に関する取組について

-  問4 人口減少について
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● 2.調査結果の詳細 | 問1まちづくり戦略ビジョンについて
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問1.1 認知率｜第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン 問1.2①認知率｜目指すべき都市像

13%

87%

はい

いいえ

( n = 6,862 ) 

14%

86%

はい

いいえ

16%

84%

はい

いいえ

問1.2②認知率｜まちづくりの重要概念

( n = 6,862 ) 

( n = 6,862 ) あなたは、「第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン」を知っていましたか。 あなたは、「目指すべき都市像」を知っていましたか。

あなたは、「まちづくりの重要概念」を知っていましたか。



2.調査結果の詳細
-  回収結果および基本情報

-  問1 まちづくり戦略ビジョンについて

-  問2 基本目標について

-  問3 まちづくりの重要概念に関する取組について

-  問4 人口減少について
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●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

3.9% 22.6% 37.2% 25.0% 7.0% 4.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

全体評価点*（前年比）

2.91（±0.00）

22.0%

19.3%

20.6%

30.0%

18.6%

60.2%

65.2%

58.0%

50.7%

52.6%

17.9%

15.6%

21.4%

19.3%

28.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

目指す姿

の評価
目
指
す
姿

⑴社会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを支えてい
る。

⑵子育てする人同士の交流が進んでいる。 ⑶多様なニーズに応じた保育サービスが充実している。

⑷児童が放課後に過ごす安全で心地よい居場所が整って
いる。

(5)ワーク・ライフ・バランスが広く定着し、性別を問わず、働き
ながら安心して子育てができる環境が整っている。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標①「安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標①「安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち」が実現していると思いますか。

R4

2.95

R5

2.85

R6

2.91

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

10

子ども・若者分野

基本目標①「安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち」

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について
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( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

カテゴリ 記述内容抜粋

経済的支援の拡充 • 現在の出産育児費用では足りず、出産にかかった費用は全額支給すべきだ。

• 物価高で支出が増えており、オムツやミルクなど消耗品を含む金銭的な補助を拡充してほしい。

保育環境・人材強化 • 保育士や児童支援員の待遇を改善し、基本給を税でカバーして引き上げてほしい。

• 保育園に入れない、保育料が高い、24時間保育や病児保育が少なすぎるという課題がある。

働き方・育休改善 • 男性の育児意識を高め、育休を認める職場環境の整備が求められる。

• 保育園と就学後の預かり時間の差が大きく、ワーク・ライフバランスの維持が難しい。

安全・防犯と冬対策 • 除雪が遅く歩道が歩けず車道を歩く状況があり、冬季の歩行の安全確保を徹底すべきだ。

• 通学路に合わせて横断歩道や信号機を設置し、登下校時の交通安全を整えてほしい。

遊び場・公園充実 • 乳児から高校生まで楽しめる室内の遊び場を整備し、いつでも行ける料金設定にしてほしい。

• 乳幼児連れでも出かけやすいよう、ベビーカー対応やおむつ替え台・授乳室を充実させてほしい。

62.3%

33.0%

62.0%

60.3%

68.0%

7.0%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

重要だと思うものはない

基本目標①「安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）

目
指
す
姿

⑴社会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを支えてい
る。

⑵子育てする人同士の交流が進んでいる。 ⑶多様なニーズに応じた保育サービスが充実している。

⑷児童が放課後に過ごす安全で心地よい居場所が整って
いる。

(5)ワーク・ライフ・バランスが広く定着し、性別を問わず、働き
ながら安心して子育てができる環境が整っている。

子ども・若者分野

基本目標①「安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち」



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について
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37.1% 30.7% 8.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

3.6%16.9％3.2%

20.3%

14.1%

17.6%

20.5%

18.7%

66.6%

47.1%

58.1%

58.1%

60.9%

13.1%

38.8%

24.3%

21.4%

20.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

( n = 6,862 ) 

目
指
す
姿

⑴子どもの権利の保障が進み、子ども一人一人が自分らし
く伸び伸びと過ごしている。

⑵虐待やいじめなど、権利が侵害される事態が未然に防が
れ、事態が起きても迅速かつ適切な対応が行われている。

⑶支援や配慮が必要となる子どもや家庭が、困難な状況
に応じた適切なサポートを受け、安心して過ごしている。

⑷若者が、質の高い教育などを通して成長している。 (5)若者が安心して過ごせる居場所（家庭・学校・その他の
場所）をよりどころに社会とつながっている。

( n = 6,862 ) 

基本目標➁「誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、若者が希望を持って暮らすまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

基本目標「誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、若者が希望を持って暮らすまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

全体評価点*（前年比）

2.75（+0.18）

R4

2.66

R5

2.59

R6

2.57

基本目標

の評価

目指す姿

の評価

子ども・若者分野

基本目標②「誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、

若者が希望を持って暮らすまち」



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

子ども・若者分野

基本目標②「誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、若者が希望を持って暮らすまち」

13

44.4%

75.9%

68.1%

46.0%

57.7%

1.9%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

重要だと思うものはない

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

カテゴリ 記述内容抜粋

いじめ虐待の防止迅速対

応

・虐待やいじめへの対応は迅速とは言えず、第三者機関の設置など実効性ある仕組みが必要だ。

・被害者の支援はもちろん、加害者の更生プログラムや専門施設の整備も必要だ。

教育現場の質と人員強化 ・小中学校教育の質向上には、教員の質の向上が最も重要だ。

・先生の保護者対応が過重であるため、副担任やスクールカウンセラーの配置を充実させるべきだ。

経済支援と教育格差是正 ・貧困家庭の子どもでも自然体験や習い事、学習の機会が確保され、経験格差が生まれない仕組みが必要だ。

・最低賃金の独自上乗せなど、若者の所得改善につながる施策が必要だ。

不登校・居場所と相談充

実

・いじめや虐待で悩む子どもが駆け込める場所や、第三者に気軽に相談できる窓口の拡充が必要だ。

・不登校になった親子が気軽に利用できる居場所や、精神疾患を抱える若者が安心して過ごせる場の整備が不足している。

地元就業機会創出と教育

連携

・若者が札幌に住み続けたいと思えるよう、魅力的な企業誘致やインターンシップ、講師派遣など学校との連携を強化すべきだ。

・若者が安心して働ける職場を増やし、地元での就業機会を拡大する必要がある。

基本目標➁「誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、若者が希望を持って暮らすまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと

思うものすべてを選択してください。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）

目
指
す
姿

⑴子どもの権利の保障が進み、子ども一人一人が自分らし
く伸び伸びと過ごしている。

⑵虐待やいじめなど、権利が侵害される事態が未然に防が
れ、事態が起きても迅速かつ適切な対応が行われている。

⑶支援や配慮が必要となる子どもや家庭が、困難な状況
に応じた適切なサポートを受け、安心して過ごしている。

⑷若者が、質の高い教育などを通して成長している。 (5)若者が安心して過ごせる居場所（家庭・学校・その他の
場所）をよりどころに社会とつながっている。



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

子ども・若者分野

基本目標③「一人一人の良さや可能性を大切にする教育を通して、

子どもが健やかに育つまち」
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4.2% 21.7% 42.0% 21.8% 5.9% 4.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

22.0%

20.4%

24.9%

64.4%

63.6%

57.2%

13.6%

16.0%

17.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

目
指
す
姿

⑴多様性が尊重された環境で、子どもが各々の関心に応じ
た学びと協働的な学びを通して成長している。

⑵子どもは、生涯にわたって心身の健康の保持増進を図る
資質や能力を身に付けている。

⑶地域社会での体験活動など、多様な学びの機会が提供

され、学校、家庭、地域、企業等が連携して子どもの成長
を支えている。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標③「一人一人の良さや可能性を大切にする教育を通して、子どもが健やかに育つまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標③「一人一人の良さや可能性を大切にする教育を通して、子どもが健やかに育つまち」が実現していると思いますか。

全体評価点*（前年比）

2.97（+0.01）

R4

2.96

R5

2.93

R6

2.96

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

子ども・若者分野

基本目標③「一人一人の良さや可能性を大切にする教育を通して、子どもが健やかに育つまち」
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( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

66.5%

56.9%

66.4%

3.7%

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

教員増員・待遇改善と質向上 ・教職員の労働環境を改善し、やりがいを感じられる教員のあり方と、質の向上を図るべきだ。

・学校は抱え込まない支援体制を整え、不登校対策や居場所づくりに人員と予算を配分するべきだ。

教育格差是正と機会保障 ・経済的に厳しい家庭の子どもでも、才能や努力によって将来を選べる環境を整えるべきだ。

・貧富の差によらず高度な教育環境を受けられるようにし、平等にチャンスがある社会を目指すべきだ。

多様性尊重と規律基礎の両立 ・多様性の尊重と自立・協調のバランスをとり、基礎学力と道徳観、社会性をしっかり育てるべきだ。

・性教育やデートDV予防、カウンセリング体験など、自分の身を守る力を育む教育を充実させるべきだ。

いじめ不登校と心の支援 ・いじめは学校内で処理せず、警察や弁護士とも連携して厳正に対処し、被害者を守るべきだ。

・子どものメンタルクリニックの拡充と、スクールカウンセラーの一層の配置充実が必要だ。

学校外体験と地域連携 ・学校と家庭以外での体験学習やインターンシップの機会を増やし、子どもが自ら学びを選べる環境を整えるべきだ。

・企業と連携して、子どもが「やってみたいこと」に触れられる機会を設け、社会と学校の学びをつなぐべきだ。

基本目標③「一人一人の良さや可能性を大切にする教育を通して、子どもが健やかに育つまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思

うものすべてを選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴多様性が尊重された環境で、子どもが各々の関心に応じ
た学びと協働的な学びを通して成長している。

⑵子どもは、生涯にわたって心身の健康の保持増進を図る
資質や能力を身に付けている。

⑶地域社会での体験活動など、多様な学びの機会が提供

され、学校、家庭、地域、企業等が連携して子どもの成長
を支えている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

生活・暮らし分野

基本目標④「誰もが健康的に暮らし、生涯活躍できるまち」

16

5.0% 25.5% 38.5% 21.5% 7.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

2.4%

37.5%

22.9%

22.8%

50.2%

58.9%

57.4%

12.3%

18.2%

19.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

目
指
す
姿

⑴市民や企業の健康への意識が高まっている。
⑵健康づくりや介護予防の取組などに積極的に参加するこ
とで、誰もが生涯元気に過ごしている。

⑶誰もが生涯にわたって学び、また、学び直しをすることがで

き、その成果が日々の生活はもとより、まちづくり活動や仕
事、ボランティア活動などに生かされている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

基本目標④「誰もが健康的に暮らし、生涯活躍できるまち」が実現していると思いますか。

全体評価点*（前年比）

3.00（+0.03）

R4

3.12

R5

3.04

R6

2.97

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

( n = 6,862 ) 基本目標④「誰もが健康的に暮らし、生涯活躍できるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

生活・暮らし分野

基本目標④「誰もが健康的に暮らし、生涯活躍できるまち」

17

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

50.0%

64.0%

62.1%

4.3%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

予防医療・健診強化と啓発 ・健康診断の無償化や、乳がん・子宮がん検診など無料検診の拡充が必要だ。

・喫煙・受動喫煙対策を強化し、地下通路等での飲食店排気にも対策を講じてほしい。

地域の居場所と心の健康 ・健康は身体だけでなく心理面も重要であり、孤独解消につながる居場所づくりが必要だ。

・ワーク・ライフ・バランスの浸透など、心が休まる生活環境づくりが求められる。

冬季対応・交通整備促進 ・高齢者が安全に歩けるよう、冬道対策や外出機会の確保に力を入れるべきだ。

・公共交通機関の充実が不可欠であり、減便是正や移動手段の改善を進めてほしい。

高齢就労・学び直し支援 ・定年後も望めば働ける場を多様化し、地域での役割や生きがいにつなげてほしい。

・誰もが年齢に応じた適性で活躍できるよう、受け入れ側の体制づくりが必要だ。

情報周知・参加導線整備 ・広報不足で施策や機会を知らないという声が多く、わかりやすい周知が必要だ。

・平日日中に偏らない開催や、誰でも参加・退出しやすい仕組みづくりが求められる。

基本目標④「誰もが健康的に暮らし、生涯活躍できるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴市民や企業の健康への意識が高まっている。
⑵健康づくりや介護予防の取組などに積極的に参加するこ
とで、誰もが生涯元気に過ごしている。

⑶誰もが生涯にわたって学び、また、学び直しをすることがで

き、その成果が日々の生活はもとより、まちづくり活動や仕
事、ボランティア活動などに生かされている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

生活・暮らし分野

基本目標⑤「生活しやすく住みよいまち」

18

5.5% 29.6% 30.6% 24.0% 9.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

0.9%

23.0%

32.7%

28.8%

33.4%

22.2%

17.6%

57.6%

47.4%

44.2%

47.3%

40.5%

33.0%

19.3%

19.9%

26.9%

19.3%

37.2%

49.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

目
指
す
姿

⑴多様なニーズに応じた住まいが確保されている。 ⑵在宅医療や身近なかかりつけ医が普及しているなど、医
療体制が整っている。

⑶建物や道路などのバリアフリー化やユニバーサルデザインの
導入が進んでいる。

⑷申請や相談等の手続をオンラインで完結することができる
など、官民によるサービスの利便性が高まっている。

(5)市民の多様な暮らしを支える交通環境が確保されている。 ⑹冬期の道路環境が確保されている。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑤「生活しやすく住みよいまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

全体評価点*（前年比）

2.98（▲0.25）

R4

3.34

R5

3.28

R6

3.23

基本目標④「誰もが健康的に暮らし、生涯活躍できるまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

生活・暮らし分野

基本目標⑤「生活しやすく住みよいまち」

19

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

41.5%

61.6%

52.6%

51.2%

68.0%

73.4%

5.6%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

冬季除排雪・道路安全強化 ・雪山で視界が遮られ道幅も狭くなり、渋滞と危険が増しているため、排雪の頻度と品質を上げてほしい。

・春先の路面損傷や白線・横断歩道の消えかけが多く、除雪と路面補修を一体で計画的に実施してほしい。

公共交通維持・地下鉄延伸 ・バスの減便や廃止が続き、清田区などでは移動が困難なため、路線維持と本数回復が必要だ。

・運転手不足を賃金改善や転職支援で補い、減便防止を図るべきだ。

バリアフリー動線・歩行安全 ・駅や街中でエレベーターやエスカレーターが不足し、車椅子やベビーカーでの移動が困難だ。

・歩道の段差や傾斜、点字ブロックの破損・埋没が多く、冬季も含め安全に歩ける整備が必要だ。

手続簡素化・周知と配慮 ・出生や死亡に伴う手続きをオンラインで一貫処理できるようにし、関連アプリを統合してほしい。

・マイナンバー以外の手段も含め、誰もが使いやすいオンライン仕様（表示色や操作性）に改善してほしい。

医療アクセス・地域格差是正 ・休日・夜間の小児受診が不安であり、診療体制の拡充と病院間連携によるセカンドオピニオン促進が必要だ。

・高齢者が住み慣れた地域で暮らせるよう、賃貸住宅確保や在宅医療の充実を進めるべきだ。

基本目標⑤「生活しやすく住みよいまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴多様なニーズに応じた住まいが確保されている。 ⑵在宅医療や身近なかかりつけ医が普及しているなど、医
療体制が整っている。

⑶建物や道路などのバリアフリー化やユニバーサルデザインの
導入が進んでいる。

⑷申請や相談等の手続をオンラインで完結することができる
など、官民によるサービスの利便性が高まっている。

(5)市民の多様な暮らしを支える交通環境が確保されている。 ⑹冬期の道路環境が確保されている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

地域分野

基本目標⑥「互いに認め合い、支え合うまち」

20

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%
0.9%

9.5%24.0%30.6%29.6%5.5%

19.4%

32.7%

61.3%

47.4%

19.3%

19.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

目
指
す
姿

⑴年齢・性別・障がいの有無・国籍・民族・宗教・文化など

の違いを互いに認め合い、尊重し合う、平和で包摂的な社
会となっている。

⑵世代や国籍を超えた交流や趣味を通じた交流などにより、

市民のつながりが深まり、相互の信頼や協力が得られる社
会が形成されている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑥「互いに認め合い、支え合うまち」が実現していると思いますか。

全体評価点*（前年比）

2.88（▲0.04）

R4

2.99

R5

2.89

R6

2.92

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標⑥「互いに認め合い、支え合うまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

地域分野

基本目標⑥「互いに認め合い、支え合うまち」

21

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

41.5%

61.6%

5.6%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

ルール共有と相互尊重 ・違う国籍や民族の方と暮らす上で、認め合うとは双方の歩み寄りが必要だ。

・外国籍の方にも、ゴミ出しなど地域ルールを多言語で分かりやすく周知してほしい。

参加機会・情報提供 ・目指すだけでなく、市民が参加できる機会と情報提供をもっと増やしてほしい。

・民間のコミュニティへのサポートをさらに進め、交流の機会を広げるべきだ。

障害者包摂・就労支援 ・障害者が排除されており、社会参加の難易度を下げる対策が必要だ。

・障害者雇用の職種の幅を広げ、企業への支援を充実させるべきだ。

マナー・人権教育強化 ・差別や多様性に関する教育を学校や社会で提供してほしい。

・「お互いさま」の精神で、席を譲るなど日常の思いやりを広げたい。

安全安心と治安確保 ・観光客や在住者のマナー違反に対し、指導とルールの徹底が必要だ。

・市民の安全と安心を最優先に、過度な負担が生じない受け入れ体制を整備すべきだ。

基本目標⑥「互いに認め合い、支え合うまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴年齢・性別・障がいの有無・国籍・民族・宗教・文化など

の違いを互いに認め合い、尊重し合う、平和で包摂的な社
会となっている。

⑵世代や国籍を超えた交流や趣味を通じた交流などにより、

市民のつながりが深まり、相互の信頼や協力が得られる社
会が形成されている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

地域分野

基本目標⑦「誰もがまちづくり活動に参加でき、コミュニティを育むまち」

22

4.0% 17.9% 40.4% 25.4% 9.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

3.0%

16.2%

30.7%

11.4%

17.3%

18.0%

60.0%

52.0%

50.1%

55.4%

57.2%

23.8%

17.3%

38.5%

27.3%

24.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

目
指
す
姿

⑴誰もが自身のライフスタイルに合わせながらまちづくり活動
に参加し、支え合いながら地域の課題を解決している。

⑵区役所やまちづくりセンターが拠点となり、様々な活動が
推進されている。

⑶誰もが市政を身近なものに感じ、計画の立案段階などか
ら積極的に参加している。

⑷良好な生活環境の維持につながる地域コミュニティの中

核として、地縁による団体（町内会・自治会）が生き生き
と活動している。

(5)地縁による団体（町内会・自治会）、福祉のまち推進
センター、ＮＰＯ、商店街、企業などの多様な主体が参画
し、地域に密着したまちづくり活動が進んでいる。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑦「誰もがまちづくり活動に参加でき、コミュニティを育むまち」が実現していると思いますか。

全体評価点*（前年比）

2.82（▲0.06）

R4

2.87

R5

2.83

R6

2.88

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標⑦「誰もがまちづくり活動に参加でき、コミュニティを育むまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

地域分野

基本目標⑦「誰もがまちづくり活動に参加でき、コミュニティを育むまち」

23

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

53.5%

52.5%

47.8%

46.7%

46.4%

4.2%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

町内会改革と代替仕組み ・町内会は高齢化や年功序列で若い世代が参加しづらく、運営の見直しと代替の仕組みづくりが必要だ。

・町内会という枠にこだわらず、広域の単位や新しい形のコミュニティ運営を検討すべきだ。

参加機会拡大・周知 ・LINEやSNS、YouTube広告、ポスター等を活用し、活動情報や意見募集を広くわかりやすく周知すべきだ。
・「どこで何をやっているのか分からない」という声が多く、まちづくりの内容や参加方法を明確に示すべきだ。

官民協働と制度整備 ・NPOや地域団体の活動は、毎年ゼロベースで要否を見直し、透明性を高めるべきだ。
・まちづくりセンターの企画力と発信力を強化し、ワンストップで相談・参画できる機能を充実させるべきだ。

居場所・交流拠点充実 ・まちづくりセンターや公民館の講座・イベント、人員を増やし、参加しやすい出会いの場を広げるべきだ。

・子ども・親・高齢者が交わる地域イベントを支援し、世代間交流を促進すべきだ。

包摂と無理のない参加 ・「誰もが」を強制せず、参加できない人を排除しない無理のない参画を目指すべきだ。

・病気や障害、介護等で参加が難しい世帯に対し、情報提供や見守り、代替手段を整えるべきだ。

基本目標⑦「誰もがまちづくり活動に参加でき、コミュニティを育むまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴誰もが自身のライフスタイルに合わせながらまちづくり活動
に参加し、支え合いながら地域の課題を解決している。

⑵区役所やまちづくりセンターが拠点となり、様々な活動が
推進されている。

⑶誰もが市政を身近なものに感じ、計画の立案段階などか
ら積極的に参加している。

⑷良好な生活環境の維持につながる地域コミュニティの中

核として、地縁による団体（町内会・自治会）が生き生き
と活動している。

(5)地縁による団体（町内会・自治会）、福祉のまち推進
センター、ＮＰＯ、商店街、企業などの多様な主体が参画
し、地域に密着したまちづくり活動が進んでいる。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

安全・安心分野

基本目標⑧「誰もが災害に備え、迅速に回復し、復興できるまち」

24

4.3% 19.6% 38.4% 25.8% 9.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

2.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑹

⑺

26.3%⑴

⑵

⑶

⑷

19.1%54.6%

19.4%52.7%27.9%

20.0%53.2%26.8%

⑸

56.2%14.4%

24.1%61.7%14.2%

29.4%

51.9%19.6%

26.5%55.8%17.7%

28.5%

目
指
す
姿

⑴地震災害や風水害・雪害といった自然災害や感染症の

感染拡大などが起きても、生活や経済への影響が最小化さ
れている。

⑵感染症の感染拡大を早期に抑えることができている。 ⑶災害時や感染症の感染拡大時においても、誰もが安心
して医療や介護を受けることができている。

⑷一人で避難することが難しい方への細かな配慮がなされて
いるなど、被災者の安全が確保されている。

(5)復旧復興に向けて誰一人取り残さずに市民に寄り添った
支援が行われている。

⑹防災への意識が向上し、誰もが冬季の災害も想定した
備えを行っている。

⑺有事の際には一人一人が主体的に行動し、協力し合う
など、地域の防災力が高まっている。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑧「誰もが災害に備え、迅速に回復し、復興できるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑧「誰もが災害に備え、迅速に回復し、復興できるまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

全体評価点*（前年比）

2.84（▲0.07）

R4

2.94

R5

2.83

R6

2.91

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

安全・安心分野

基本目標⑧「誰もが災害に備え、迅速に回復し、復興できるまち」

25

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

74.0%
55.7%

66.8%
61.9%

56.1%
59.6%

53.0%
3.5%
2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸
⑹
⑺

その他
重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

冬季災害・除排雪強化 ・冬季の対策が重要で、除排雪の徹底と狭い道路の改善を急いでほしい（東区はスクールゾーンすら歩くスペースがない）。

・冬季間の避難経路の確保と、冬の災害に特化した訓練を実施してほしい。

医療提供体制・感染対策強化 ・発熱に対応する病院が少なく受診が難しいため、医療体制の弱さが不安だ。

・感染症の拠点病院を早期に整備してほしい。

情報周知徹底・避難訓練体制 ・地域の防災訓練を増やし、どの地域の人がどこに逃げるかを明確にしてほしい。

・広報さっぽろや市のLINEでの迅速な通知が備えの見直しに役立っている。

要配慮者支援・避難所環境整

備

・避難所でのプライバシー確保のため、パーテーションや段ボールベッドの備えが必要だ。

・要介護者や障害者の名簿把握と安否確認の仕組みが弱く、見守りの強化が必要だ。

自助共助促進・地域連携強化 ・近所付き合いが希薄で、災害時に協力できる体制が整っていない。

・最低限の備え（3日分）を各自で行うことを明確にし、家庭備蓄を促してほしい。

基本目標⑧「誰もが災害に備え、迅速に回復し、復興できるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴地震災害や風水害・雪害といった自然災害や感染症の

感染拡大などが起きても、生活や経済への影響が最小化さ
れている。

⑵感染症の感染拡大を早期に抑えることができている。 ⑶災害時や感染症の感染拡大時においても、誰もが安心
して医療や介護を受けることができている。

⑷一人で避難することが難しい方への細かな配慮がなされて
いるなど、被災者の安全が確保されている。

(5)復旧復興に向けて誰一人取り残さずに市民に寄り添った
支援が行われている。

⑹防災への意識が向上し、誰もが冬季の災害も想定した
備えを行っている。

⑺有事の際には一人一人が主体的に行動し、協力し合う
など、地域の防災力が高まっている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

安全・安心分野

基本目標⑨「日常の安全が保たれたまち」

26

6.6% 32.8% 37.1% 16.9% 5.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

1.6%

17.9%

36.0%

18.2%

35.4%

57.6%

52.3%

46.0%

53.3%

24.6%

11.7%

35.8%

11.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

目
指
す
姿

⑴犯罪や消費生活に関するトラブルの発生が未然に防止さ
れている。

⑵強じんな消防・救急体制が構築され、市民の安全・安心
が守られている。

⑶交通ルールや自転車マナーが遵守され、事故の少ない安
全な交通環境が実現している。

⑷食の安全が守られ、誰もが健やかで豊かな食生活を送っ
ている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑨「日常の安全が保たれたまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑨「日常の安全が保たれたまち」が実現していると思いますか。

( n = 6,862 ) 

全体評価点*（前年比）

3.20（+0.01）

R4

3.34

R5

3.27

R6

3.19

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

安全・安心分野

基本目標⑨「日常の安全が保たれたまち」
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( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

72.5%

71.5%

73.7%

60.8%

3.5%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

自転車・キックボード安全 ・自転車や電動キックボード（LUUP）の無秩序な走行が危険であり、購入時講習や学校での指導、許可証の導入など交通教育を徹底すべ
きだ。

・自転車専用レーンや路肩の拡幅、駐輪場の不足解消など、ルール遵守が可能なインフラ整備を急ぐべきだ。

冬期道路・交差点安全 ・雪山で見通しが悪い交差点や狭窄した生活道路が多く、除排雪と視認性確保を最優先で実行すべきだ。

・路上駐車や歩道塞ぎ駐車が通学路の安全を損ねており、重点監視と厳格な取り締まりが求められる。

防犯強化・見守り体制 ・すすきの等の繁華街での治安対策を強化し、交番・巡回の充実と防犯カメラの増設で未然防止を図るべきだ。

・熊など野生動物への対策や空き家の適正管理など、地域の不安要因を計画的に除去する取組が求められる。

救急医療・通報体制 ・救急車の到着遅延や受入先未定での待機が発生しており、台数増強と統一司令、受入体制の拡充が必要だ。

・緊急時の相談・通報を簡素化し、誰でも迅速に助けを求められる窓口体制を整えるべきだ。

食の安全・表示徹底 ・オンライン販売を含む原材料・アレルギー表示の徹底が不十分であり、統一基準での見える化を進めるべきだ。

・学校給食のアレルギー対応や窒息リスク食材の見直しなど、子どもの安全を最優先に献立を改善すべきだ。

基本目標⑨「日常の安全が保たれたまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴犯罪や消費生活に関するトラブルの発生が未然に防止さ
れている。

⑵強じんな消防・救急体制が構築され、市民の安全・安心
が守られている。

⑶交通ルールや自転車マナーが遵守され、事故の少ない安
全な交通環境が実現している。

⑷食の安全が守られ、誰もが健やかで豊かな食生活を送っ
ている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

経済分野

基本目標⑩「強みを生かした産業が北海道の経済をけん引しているまち」
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7.6% 28.7% 38.2% 16.6% 5.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

3.0%

36.3%

44.7%

19.3%

19.4%

16.8%

51.9%

45.2%

63.6%

64.0%

63.6%

11.8%

10.1%

17.1%

16.6%

19.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

目
指
す
姿

⑴札幌市の食分野の産業が、新たな消費を生み出している。 ⑵札幌市の観光分野の産業が、新たな消費を生み出して
いる。

⑶札幌市のＩＴ分野の産業が、新たな強みとして成長して
いる。

⑷札幌市のクリエイティブ分野の産業が、新たな強みとして
成長している。

(5)札幌市の健康福祉・医療分野の産業が、新たな強みと
して成長している。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑩「強みを生かした産業が北海道の経済をけん引しているまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑩「強みを生かした産業が北海道の経済をけん引しているまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

全体評価点*（前年比）

3.17（▲0.09）

R4

3.29

R5

3.23

R6

3.26

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

経済分野

基本目標⑩「強みを生かした産業が北海道の経済をけん引しているまち」

29

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

65.3%

63.9%

49.0%

48.0%

53.0%

3.3%

5.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

食・一次産業と6次化推進 ・北海道の第一次産業を活かす取り組みで地域経済を安定させ、6次産業の育成を進めるべきだ。
・札幌黄など地元ブランドを増やし、一次産業から加工・販売までの価値を高めるべきだ。

IT・クリエイティブ誘致 ・札幌市のITは世界の潮流に遅れており、抜本的なデジタル化とIT基盤強化が急務だ。
・クリエイティブ系企業の誘致や札幌国際アニメーション芸術祭の開催で、発信力とブランド力を高めるべきだ。

観光魅力強化と市民共存 ・札幌にしかない観光資源が乏しく、戦略的PRと独自の魅力づくりを急ぐべきだ。
・インバウンド頼みではなく、国内観光客向けの施策や二重価格・観光税など市民への還元策を検討すべきだ。

人材確保と賃上げ環境整備 ・若い人材を惹きつける取り組みを一層強め、流出を防ぐ魅力的な賃金と仕組みを整えるべきだ。

・補助金は賃上げと生産性向上を条件にし、KPIを公開して未達なら施策を見直す「結果責任」を徹底すべきだ。

交通除雪・GX等基盤整備 ・まずは除雪で歩行・物流のロスを減らし、経済の土台となる移動の確実性を高めるべきだ。

・グリーン・エネルギー分野の産業を育成し、地域熱供給の拡大などGX基盤を強化すべきだ。

基本目標⑩「強みを生かした産業が北海道の経済をけん引しているまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴札幌市の食分野の産業が、新たな消費を生み出している。 ⑵札幌市の観光分野の産業が、新たな消費を生み出して
いる。

⑶札幌市のＩＴ分野の産業が、新たな強みとして成長して
いる。

⑷札幌市のクリエイティブ分野の産業が、新たな強みとして
成長している。

(5)札幌市の健康福祉・医療分野の産業が、新たな強みと
して成長している。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

経済分野

基本目標⑪「多様な主体と高い生産性、チャレンジできる文化が経済成長を

支えるまち」

30

3.8% 19.4% 43.3% 21.6% 7.2% 4.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑷

⑸

⑺

⑹

⑴

⑵

23.2%53.9%22.9%

18.4%63.1%18.5%

18.9%60.3%20.9%

25.7%57.9%

⑶

21.4%59.1%19.5%

22.7%

16.4%

13.6%

22.9%61.5%15.6%

63.7%

目
指
す
姿

⑴中小企業・小規模企業や商店街などが、地域のにぎわ
いや経済を支えている。

⑵データや先端技術の活用などにより生産性が向上してい
る。

⑶行政、大学、民間組織などの関係機関が一体となり、
起業家を育成・支援する体制や環境が充実している。

⑷誰もがチャレンジできる文化が根付き、多くのスタートアップ
が生まれている。

(5)様々な企業の立地や創業が進んでいる。 ⑹海外の企業との交流が活発に行われている。

⑺ビジネスチャンスや新たな価値が創出されている。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑪「多様な主体と高い生産性、チャレンジできる文化が経済成長を支えるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑪「多様な主体と高い生産性、チャレンジできる文化が経済成長を支えるまち」が実現していると思いますか。

全体評価点*（前年比）

2.91（+0.02）

R4

2.89

R5

2.83

R6

2.89

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

経済分野

基本目標⑪「多様な主体と高い生産性、チャレンジできる文化が経済成長を支えるまち」
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( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

64.7%
48.7%

58.4%
54.1%

43.3%
34.0%

45.5%
2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸
⑹
⑺

その他
重要だと思うものはない 5.1%

カテゴリ 記述内容抜粋

起業伴走と成果責任徹底 ・支援で終わらせず、補助金は賃上げと生産性向上を条件にし、KPIを四半期ごとに公開して未達なら施策を見直すべきだ。
・起業家の育成を強化し、行政がスタートアップから実証→本導入で調達する仕組みを整えて事業化まで伴走してほしい。

教育人材育成と挑戦文化 ・道外・海外への人材流出を防ぎ、逆に人材を招聘できるよう、若者が魅力を感じる賃金と機会を整える必要がある。

・学校で起業や資産運用などビジネスの基礎を教え、再チャレンジが容易な仕組みを社会全体で整備すべきだ。

中小企業・商店街底上げ ・大規模チェーンの進出一辺倒を見直し、地元商店や中小企業を支える施策を強化してほしい。

・中小企業の税や料金負担が重いという声があり、地域のにぎわいと経済活動を阻害しない制度見直しが求められる。

IT・先端産業の強化 ・札幌のITは遅れており、行政のデジタル化を含めた基盤強化と、市民のITリテラシー向上が急務だ。
・AIやITを学び直せる社会人向けスクールやリスキリングの機会を充実させ、転職・人材育成を後押ししてほしい。

冬季対応と生産性基盤 ・冬の経営を底上げするため、季節イベントやインバウンドの強化など需要創出とセットで支援する必要がある。

・北海道の寒冷・積雪環境を逆手に取り、寒冷地サミットなど知見交流とインフラ強化で「冬に強い経済運営モデル」を確立すべきだ。

基本目標⑪「多様な主体と高い生産性、チャレンジできる文化が経済成長を支えるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものす

べてを選択してください。

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴中小企業・小規模企業や商店街などが、地域のにぎわ
いや経済を支えている。

⑵データや先端技術の活用などにより生産性が向上してい
る。

⑶行政、大学、民間組織などの関係機関が一体となり、
起業家を育成・支援する体制や環境が充実している。

⑷誰もがチャレンジできる文化が根付き、多くのスタートアップ
が生まれている。

(5)様々な企業の立地や創業が進んでいる。 ⑹海外の企業との交流が活発に行われている。

⑺ビジネスチャンスや新たな価値が創出されている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）
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4.7% 21.3% 38.6% 22.5% 10.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

2.7%

19.7%

12.6%

18.2%

24.4%

27.3%

19.5%

54.0%

53.8%

57.3%

55.4%

50.5%

54.3%

26.3%

33.6%

24.5%

20.2%

22.2%

26.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） ✕（ー評価）

2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

目
指
す
姿

⑴安心して働くことができる魅力的な雇用が安定的に

確保されている。

⑵企業が必要とする人材を確保できている。 ⑶自身の能力を発揮し、やりがいや充実感を得ながら

働くことができている。

⑷高い専門性を生かすことができる職場がある。 (5)幅広い年代の人材が活躍できている。 ⑹働きやすい職場環境が整備され、多様で柔軟な働

き方が実現している。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う
全くそう思わない

〇（＋評価） ✕（ー評価）

基本目標⑫「雇用が安定的に確保され、多様な働き方ができるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑫「雇用が安定的に確保され、多様な働き方ができるまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

△（どちらとも言えない・分からない）

経済分野

基本目標⑫「雇用が安定的に確保され、多様な働き方ができるまち」

全体評価点*（前年比）

2.87（+0.02）

R4

2.84

R5

2.83

R6

2.85

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

経済分野

基本目標⑫「雇用が安定的に確保され、多様な働き方ができるまち」
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( n = 6,862 ) 

74.1%

51.8%

62.2%

46.9%

63.0%

67.7%

4.0%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

その他

重要だと思うものはない

基本目標⑫「雇用が安定的に確保され、多様な働き方ができるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

目
指
す
姿

⑴安心して働くことができる魅力的な雇用が安定的に

確保されている。

⑵企業が必要とする人材を確保できている。 ⑶自身の能力を発揮し、やりがいや充実感を得ながら

働くことができている。

⑷高い専門性を生かすことができる職場がある。 (5)幅広い年代の人材が活躍できている。 ⑹働きやすい職場環境が整備され、多様で柔軟な働

き方が実現している。

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

カテゴリ 記述内容抜粋

賃金底上げと処遇改善 ・札幌は賃金が物価に見合っておらず、最低賃金の底上げと首都圏並みの水準への引き上げが必要だ。

・介護・医療・保育などエッセンシャルワーカーの賃金を引き上げ、人材を確保すべきだ。

多様就労と両立支援 ・子育てや介護、闘病中でも希望すれば働き続けられる柔軟な勤務やテレワークを標準化すべきだ。

・産休・育休や病気休暇の取得を中小企業でも受けやすいよう、市の支援と企業体制の整備を進めるべきだ。

人材確保・育成と再チャレ

ンジ

・社会人インターンや職場見学、リスキリングの機会を拡充し、学び直しから就労につなげるべきだ。

・運転手や建設など人手不足の職種を、市が福利厚生面で重点的に後押しし、人材確保と雇用安定を図るべきだ。

実効性ある施策とガバナン

ス

・「支援しました」で終わらせず、企業ニーズに合う直接的支援と結果検証を行い、未達なら施策を見直すべきだ。

・ハローワークや行政の相談機能の質を高め、前職の経験を活かせる仕事に結びつけるべきだ。

テレワーク・AI活用と生産性 ・完全在宅やフルリモートの直接雇用を増やし、短時間・週2日など柔軟な働き方を広げるべきだ。
・AI、IT活用の教育機会を拡充し、未経験者やブランク人材の活躍につながる基盤を整備すべきだ。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

スポーツ・文化分野

基本目標⑬「世界屈指のウインタースポーツシティ」

34

17.5% 34.5% 27.9% 12.6% 5.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

2.5%

52.3%

53.5%

38.8%

34.9%

39.2%

48.9%

12.8%

7.3%

12.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

目
指
す
姿

⑴身近なところでウインタースポーツを楽しむことのできる環境
が充実している。

⑵札幌市で育ったウインタースポーツのアスリートが国内外で
活躍している。

⑶大規模なウインタースポーツ大会が誘致・開催されている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑬「世界屈指のウインタースポーツシティ」関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑬「世界屈指のウインタースポーツシティ」が実現していると思いますか。

( n = 6,862 ) 

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

全体評価点*（前年比）

3.49（+0.05）

R4

3.63

R5

3.45

R6

3.44

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

スポーツ・文化分野

基本目標⑬「世界屈指のウインタースポーツシティ」
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( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

74.3%

54.9%

51.9%

3.9%

9.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

その他

重要だと思うものはない

基本目標⑬「世界屈指のウインタースポーツシティ」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

目
指
す
姿

⑴身近なところでウインタースポーツを楽しむことのできる環境
が充実している。

⑵札幌市で育ったウインタースポーツのアスリートが国内外で
活躍している。

⑶大規模なウインタースポーツ大会が誘致・開催されている。

カテゴリ 記述内容抜粋

市民身近化・低廉化 ・札幌市民が安くスキー場チケットを買えるようにしてほしい、地元民向けの市民割や道民割を充実させるべきだ。

・スキー学習のためのバス代やリフト代の負担が重いので、費用の公的支援を拡充してほしい。

学校体育と裾野拡大 ・学校教育でのウインタースポーツ授業を拡充し、小学生の頃から多様な競技に触れる機会を増やすべきだ。

・障害のある子も含め、子どもが触れる機会の多様化と、無料や低額で参加できる環境づくりを進めるべきだ。

施設更新と安全対策 ・1972年代の重要施設は老朽化が進んでおり、改修や更新を計画的に進める必要がある。
・スキー場での子どもの死亡事故があり、安全管理・監視体制の強化と製品の安全基準の徹底が必要だ。

大会誘致と運営力強化 ・国際大会や合宿の誘致には、英語対応、ボランティア体制、運営力の強化が不可欠だ。

・札幌単独ではなく近隣市町村と連携し、ハブ機能を果たしながら効果的な施設配置と誘致を進めるべきだ。

除排雪・環境持続性 ・安全・安心な運営を最優先し、ハコモノ偏重や無理なイベント誘致ではなく、日常の基盤整備を重視すべきだ。

・大会時の渋滞やアクセス不便の解消に向け、公共交通の確保と冬道の運用改善を一体で進めるべきだ。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

スポーツ・文化分野

基本目標⑭「四季を通じて誰もがスポーツを楽しむことができるまち」
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11.6% 30.8% 35.0% 14.8% 4.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

2.7%

29.6%

25.4%

35.7%

55.1%

58.4%

50.2%

15.2%

16.2%

14.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

目
指
す
姿

⑴誰もがスポーツを楽しみながら、心身共に健康で充実した
生活を送っている。

⑵スポーツで得られた知見が市民の健康づくりなどに生かさ
れている。

⑶スポーツをきっかけに国内外から人が訪れている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑭「四季を通じて誰もがスポーツを楽しむことができるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。( n = 6,862 ) 

基本目標⑭「四季を通じて誰もがスポーツを楽しむことができるまち」が実現していると思いますか。

全体評価点*（前年比）

3.31（▲0.09）

R4

3.57

R5

3.43

R6

3.40

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

スポーツ・文化分野

基本目標⑭「四季を通じて誰もがスポーツを楽しむことができるまち」
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( n = 6,862 ) 

74.0%

55.2%

44.6%

4.2%

8.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

その他

重要だと思うものはない

基本目標⑭「四季を通じて誰もがスポーツを楽しむことができるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

カテゴリ 記述内容抜粋

低料金化と市民割引 ・スキーは道具代やリフト代が高すぎるため、市民割引の充実とスケート場の増設を望む。

・スポーツ施設の使用料が他の自治体と比べ桁違いに高いので、見直してほしい。

施設不足解消と開放 ・体育館の一般開放時間が少なく、特に土日に子どもが使えないので改善してほしい。

・市立体育館や学校開放の予約が取りづらく、家族や友人で楽しむ時間が確保しづらい。

通年対応・冬季対策強化 ・夏季スポーツが冬季にできない、またはその逆の課題への取り組みが必要だ。

・猛暑の夏に配慮した施設の確保など、季節に応じた対策が不十分だと感じる。

子どもなどの機会拡充・包

摂

・子どもの頃からスポーツに親しむ体験を支援し、学校や地域で機会を増やしてほしい。

・障がい者への配慮が欠けた施設があるため、パラスポーツ対応の体育館や専門施設の拡充が必要だ。

身近な運動空間と自転車

道

・公園が充実している一方で、活用している人は少ないので、使いやすい工夫が必要だ。

・公園に高齢者が筋力トレーニングできる健康遊具を整備してほしい。

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴誰もがスポーツを楽しみながら、心身共に健康で充実した
生活を送っている。

⑵スポーツで得られた知見が市民の健康づくりなどに生かさ
れている。

⑶スポーツをきっかけに国内外から人が訪れている。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

スポーツ・文化分野

基本目標⑮「文化芸術が心の豊かさや創造性を育み、世界とつながるまち」
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10.4% 27.3% 38.9% 14.4% 5.5%
3.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

32.3%

26.3%

23.0%

32.6%

55.3%

56.1%

59.6%

54.1%

12.4%

17.6%

17.5%

13.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

目
指
す
姿

⑴誰もが文化芸術に親しみ、創作や表現ができる環境が
整い、多様な価値観が受け入れられている。

⑵札幌市ならではの文化が育まれ、世界に発信され、多く
の人が集まっている。

⑶札幌市ならではの文化と様々な分野との連携によって新
たな価値が創出されている。

⑷文化・文化財が適切に保存され様々な形で生かされてい

るとともに、札幌市への愛着が深まり、札幌市の自然・歴
史・文化が継承されている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑮「文化芸術が心の豊かさや創造性を育み、世界とつながるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。
( n = 6,862 ) 

基本目標⑮「文化芸術が心の豊かさや創造性を育み、世界とつながるまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

全体評価点*（前年比）

3.24（▲0.05）

R4

3.36

R5

3.31

R6

3.29

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

スポーツ・文化分野

基本目標⑮「文化芸術が心の豊かさや創造性を育み、世界とつながるまち」
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( n = 6,862 ) 

64.8%

54.5%

50.8%

62.2%

2.9%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

その他

重要だと思うものはない

基本目標⑮「文化芸術が心の豊かさや創造性を育み、世界とつながるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴誰もが文化芸術に親しみ、創作や表現ができる環境が
整い、多様な価値観が受け入れられている。

⑵札幌市ならではの文化が育まれ、世界に発信され、多く
の人が集まっている。

⑶札幌市ならではの文化と様々な分野との連携によって新
たな価値が創出されている。

⑷文化・文化財が適切に保存され様々な形で生かされてい

るとともに、札幌市への愛着が深まり、札幌市の自然・歴
史・文化が継承されている。

カテゴリ 記述内容抜粋

文化施設充実・利便性向

上

・道立近代美術館や芸術の森は公共交通で行きにくいのが気になる。

・博物館や美術館が少なく、施設が足りないと感じる。

料金負担軽減・参加促進 ・老若男女すべての市民が芸術に触れやすい価格で気軽に楽しめる環境が望ましい。

・チケット代が高騰し、手頃な中規模イベントが少ないと感じる。

子ども文化体験の拡充 ・子どもたちが音楽、絵画、演劇に触れられる機会をたくさん作ってほしい。

・小学校の頃に札幌交響楽団の演奏を聴けた体験が素晴らしかったので、ぜひ続けてほしい。

文化財保存と歴史継承 ・歴史の浅い札幌だからこそ、古いものを大切にし歴史を積み重ねるべきだと考える。

・札幌の歴史をわかりやすくアピールし、時計台の成り立ちや市民の思いを伝えてほしい。

札幌独自文化の明確化 ・札幌市ならではの文化が分からないので、まず見直すべきだと感じる。

・歴史が浅い街で誇れる文化が少ないことを認識し、独自の文化を育ててほしい。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

環境分野

基本目標⑯「世界に冠たる環境都市」
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4.1% 18.3% 40.9% 24.1% 9.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

3.5%

19.2%

15.3%

11.0%

13.1%

34.1%

16.7%

58.0%

57.3%

51.6%

59.7%

48.5%

61.3%

22.8%

27.4%

37.3%

27.2%

17.4%

22.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

目
指
す
姿

⑴節電やエネルギー効率の良い機器導入などにより省エネ
ルギー化が進んでいる。

⑵太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入拡大や、水
素エネルギーの活用が進んでいる。

⑶走行中に二酸化炭素を排出しない電気自動車などのゼ
ロエミッション自動車の普及が進んでいる。

⑷都心では、エネルギーネットワークが整備されるなど、高い
環境性能と強じん性が兼ね備えられている。

(5)誰もがごみの減量・再使用・リサイクルなどに積極的に取
り組んでいる。

⑹環境保全や気候変動対策などを意識し、行動変容（ラ
イフスタイルの変革）や技術革新が進んでいる。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標①「安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

目指す姿

の評価

基本目標⑯「世界に冠たる環境都市」が実現していると思いますか。

全体評価点*（前年比）

2.84（▲0.01）

R4

2.89

R5

2.83

R6

2.85

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

環境分野

基本目標⑯「世界に冠たる環境都市」
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63.4%

45.6%

40.3%

46.5%

66.1%

51.8%

4.6%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

太陽光乱立抑制と自然保

護

・太陽光発電は景観や廃棄の問題があるため、適切な場所でのみ導入し、規制を強化すべきだ。

・耐用年数後の廃棄や維持管理の取り決めを条例で担保し、企業倒産時の市税負担を避けるべきだ。

寒冷地対応と電動化再考 ・寒冷地では電気自動車の効率低下や航続距離の課題が大きく、普及は時期尚早だ。

・排水や凍結の影響など、冬季の道路安全に関する技術的検証が求められる。

省エネ化と適地適技再エネ ・節電の呼びかけだけでなく、高効率機器や断熱改修への支援と公共施設の率先導入を進めるべきだ。

・下水熱や生活排水熱の活用、ロードヒーティングへの転用、小水力発電の導入を検討すべきだ。

ごみ減量・分別とリサイクル ・リサイクルステーションや回収拠点を増やし、分別しやすい環境を整備すべきだ。

・ポイ捨てや不法投棄の取締り、街中のごみ箱設置やカラス対策を強化すべきだ。

公共交通・低炭素モビリ

ティ

・公共交通の便数維持・増便を図り、自家用車に頼らず移動できる環境を整えるべきだ。

・信号制御の最適化やアイドリング対策など、交通起因の無駄な排出削減に取り組むべきだ。

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴節電やエネルギー効率の良い機器導入などにより省エネ
ルギー化が進んでいる。

⑵太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入拡大や、水
素エネルギーの活用が進んでいる。

⑶走行中に二酸化炭素を排出しない電気自動車などのゼ
ロエミッション自動車の普及が進んでいる。

⑷都心では、エネルギーネットワークが整備されるなど、高い
環境性能と強じん性が兼ね備えられている。

(5)誰もがごみの減量・再使用・リサイクルなどに積極的に取
り組んでいる。

⑹環境保全や気候変動対策などを意識し、行動変容（ラ
イフスタイルの変革）や技術革新が進んでいる。

基本目標⑯「世界に冠たる環境都市」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを選択してください。( n = 6,862 ) 

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

環境分野

基本目標⑰「身近なみどりを守り、育て、自然とともに暮らすまち」
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17.5% 38.7% 28.8% 9.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

3.6%
2.1%

56.4%

48.4%

54.7%

33.1%

30.5%

36.1%

43.8%

38.4%

57.2%

55.4%

7.5%

7.8%

6.9%

9.7%

14.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

目
指
す
姿

⑴森林、農地、公園や河川などが保全・創出・整備されて
いる。

⑵豊かなみどりがあるまちの中で、健康的で幸福感のある生
活を送っている。

⑶森林や公園などの身近なみどりが、自然との触れ合いや
人々との交流の場に活用されている。

⑷みどりが持つ防災、経済活動、水源かん養、二酸化炭
素の吸収など多面的な機能を発揮している。

(5)生物多様性が広く理解され、地域本来の生態系が維持
された中で自然と人とが共生している。

( n = 6,862 ) 

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

基本目標⑰「身近なみどりを守り、育て、自然とともに暮らすまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

全体評価点*（前年比）

3.59（▲0.06）

R4

3.72

R5

3.69

R6

3.65

基本目標⑰「身近なみどりを守り、育て、自然とともに暮らすまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

環境分野

基本目標⑰「身近なみどりを守り、育て、自然とともに暮らすまち」
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75.3%

63.3%

65.8%

55.3%

55.1%

3.9%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

重要だと思うものはない

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴森林、農地、公園や河川などが保全・創出・整備されて
いる。

⑵豊かなみどりがあるまちの中で、健康的で幸福感のある生
活を送っている。

⑶森林や公園などの身近なみどりが、自然との触れ合いや
人々との交流の場に活用されている。

⑷みどりが持つ防災、経済活動、水源かん養、二酸化炭
素の吸収など多面的な機能を発揮している。

(5)生物多様性が広く理解され、地域本来の生態系が維持
された中で自然と人とが共生している。

カテゴリ 記述内容抜粋

ヒグマ対策と棲み分け強化 ・熊が市街地まで来ており、安全安心な共生対策を早急に進めるべきだ。

・草刈りや緩衝帯の整備で、人の生活圏と野生動物の棲み分けを明確化してほしい。

太陽光規制と自然保護 ・メガソーラーの誘致や乱立を規制し、環境破壊への厳しい条例整備を望む。

・太陽光発電の廃棄・維持管理の取り決めを明確化し、不適切な設置は行わないでほしい。

公園・街路樹の整備充実 ・公園の遊具やベンチの老朽化が目立つため、点検と修繕を計画的に進めてほしい。

・街路樹の伐採や抜根が進み緑が減っているので、植栽の選定を見直し緑を維持してほしい。

河川敷緑化・維持管理改

善

・豊平川や厚別川の河川敷は区によって整備の差があり、木陰や緑の管理を改善してほしい。

・創成川はゴミが多く雑草が生い茂るため、頻繁な清掃と緑の管理が必要だ。

市民参加・自然教育拡充 ・子どもの自然教育や野外体験を広く学校で取り入れてほしい。

・環境啓発やごみのマナー向上の取組を強化してほしい。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）

( n = 6,862 ) 
基本目標⑰「身近なみどりを守り、育て、自然とともに暮らすまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。



●2.調査結果の詳細 | 問2 基本目標について

都市空間分野

基本目標⑱「コンパクトで人にやさしい快適なまち」
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9.5% 29.9% 36.9% 15.6% 5.8%
2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

30.6%

46.1%

33.4%

38.6%

24.8%

58.3%

44.9%

53.9%

48.6%

51.2%

11.1%

9.0%

12.8%

12.8%

24.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

目
指
す
姿

⑴都心、地域交流拠点※１、住宅市街地※２などの種
別に応じた土地利用が行われている。

⑵四季の変化が感じられる良好な景観が形成されている。 ⑶地域交流拠点※１では、商業・サービス機能などの多様
な都市機能の集積が進み、快適な交流・滞留空間、歩き
たくなる空間などが形成されている。

⑷地下鉄沿線などの複合型高度利用市街地では、集合

型の居住機能と多様な生活利便機能が集積し、郊外住
宅地ではゆとりある良好な住環境が維持されている。

⑸誰もが快適に利用でき、環境にもやさしい移動環境・手

段が整備され、公共交通を軸としたシームレスな交通ネット
ワークが確立されている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

全体評価点*（前年比）

3.23（+0.06）

R4

3.43

R5

3.23

R6

3.17

基本目標⑱「コンパクトで人にやさしい快適なまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標⑱「コンパクトで人にやさしい快適なまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、
「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価
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都市空間分野

基本目標⑱「コンパクトで人にやさしい快適なまち」
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50.1%

54.8%

55.8%

61.1%

67.4%

4.3%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

重要だと思うものはない

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴都心、地域交流拠点※１、住宅市街地※２などの種
別に応じた土地利用が行われている。

⑵四季の変化が感じられる良好な景観が形成されている。 ⑶地域交流拠点※１では、商業・サービス機能などの多様
な都市機能の集積が進み、快適な交流・滞留空間、歩き
たくなる空間などが形成されている。

⑷地下鉄沿線などの複合型高度利用市街地では、集合

型の居住機能と多様な生活利便機能が集積し、郊外住
宅地ではゆとりある良好な住環境が維持されている。

⑸誰もが快適に利用でき、環境にもやさしい移動環境・手

段が整備され、公共交通を軸としたシームレスな交通ネット
ワークが確立されている。

( n = 6,862 ) 基本目標⑱「コンパクトで人にやさしい快適なまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを選択してください。

カテゴリ 記述内容抜粋

地下鉄延伸・空港連携 ・東豊線を丘珠空港までつなげ、空港アクセスを改善すべきだ。

・地下鉄の終点は延ばすべきであり、冬季の安定交通のためにも延伸が必要だ。

バス維持拡充と結節化 ・バスが減便・廃線され不便になっているため、路線維持と本数増加が必要だ。

・地下鉄とJR、バスの結節を強化し、乗り換えしやすい体系にしてほしい。

雪害対策と安全な移動 ・冬季でも安心して移動できるよう、地下鉄延伸や雪に強い交通網を整備すべきだ。

・雪で歩く道すらない場面があり、歩道のロードヒーティングなど安全対策が必要だ。

地域格差是正と拠点再生 ・郊外は交通が不便で、清田だけ捨て置かれ感があると感じる。

・真駒内駅周辺の活用をもっと考え、駅近一等地の再生を進めてほしい。

バリアフリーとやさしさ ・地下鉄のエレベーターは体の不自由な人が優先して使えるよう、周知と配慮が必要だ。

・敬老パスをJRでも使えるようにし、交通弱者に優しい施策を充実させてほしい。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）
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都市空間分野

基本目標⑲「世界を引き付ける魅力と活力あふれるまち」
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6.7% 25.1% 43.8% 15.2% 5.5% 3.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

37.4%

22.5%

24.3%

15.1%

20.9%

53.0%

63.8%

62.6%

64.3%

60.0%

9.7%

13.7%

13.0%

20.6%

19.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

目
指
す
姿

⑴都心では高次の都市機能の集積が進むとともに、快適な

交流・滞留空間やみどりの創出などにより、魅力的でうるお
いのある歩きたくなる都心が形成されている。

⑵都心ではデータや先端技術の活用などにより、イノベーショ
ンが創出、新しい価値が生まれ続けている。

⑶高次機能交流拠点※では、国際的・広域的な産業や
観光等の都市機能の高度化と集積が進んでいる。

⑷工業地・流通業務地では、老朽化した施設の更新や機
能の高度化等が進んでいる。

⑸広域交通ネットワークの充実・強化により、道内の都市を

はじめ、国内外との地域とのつながりが深まり、北海道全体
の社会経済活動の活発化が進んでいる。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

全体評価点*（前年比）

3.14（▲0.16）

R4

3.32

R5

3.25

R6

3.30

( n = 6,862 ) 
基本目標⑲「世界を引き付ける魅力と活力あふれるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑲「世界を引き付ける魅力と活力あふれるまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価
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都市空間分野

基本目標⑲「世界を引き付ける魅力と活力あふれるまち」
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62.3%

46.1%

45.5%

43.5%

60.5%

3.1%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

市民優先と来訪者対応 ・世界より先に市民が満足するまちづくりを優先してほしい。

・観光客のマナーを徹底し、市民が安心して共存できる環境づくりが必要だ。

老朽更新と景観整備 ・歩道はでこぼこ、車道も穴だらけなので、早急に直すべきだ。

・雑居ビルの老朽化が目立ち景観が雑多であるため、改善が必要だ。

交通網強化と冬対策 ・冬季など安心して移動できるように、地下鉄を清田や手稲方面へ早期延伸するべきだ。

・JRの運休が多くバスも減便され、空港アクセスの脆弱さが大きなマイナスだと感じる。

歩行者優先と都心魅力 ・歩きたくなる都心づくりのため、チカホの認知度向上や商業・コンテンツ連携、歩くエスカレーター設置が必要だ。

・都市緑化の推進や繁華街の歩行者優先を進め、快適な回遊空間を整備してほしい。

産業誘致と国際拠点 ・大規模な国際会議場の建設や国際会議の誘致を進めてほしい。

・イノベーション創出を目指し、行政は古い体質を改めて新しい考え方を取り入れてほしい。

( n = 6,862 ) 

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

基本目標⑲「世界を引き付ける魅力と活力あふれるまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを

選択してください。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）

目
指
す
姿

⑴都心では高次の都市機能の集積が進むとともに、快適な

交流・滞留空間やみどりの創出などにより、魅力的でうるお
いのある歩きたくなる都心が形成されている。

⑵都心ではデータや先端技術の活用などにより、イノベーショ
ンが創出、新しい価値が生まれ続けている。

⑶高次機能交流拠点※では、国際的・広域的な産業や
観光等の都市機能の高度化と集積が進んでいる。

⑷工業地・流通業務地では、老朽化した施設の更新や機
能の高度化等が進んでいる。

⑸広域交通ネットワークの充実・強化により、道内の都市を

はじめ、国内外との地域とのつながりが深まり、北海道全体
の社会経済活動の活発化が進んでいる。
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都市空間分野

基本目標⑳「都市基盤を適切に維持・更新し、最大限利活用するまち」
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6.5% 24.6% 42.7% 17.4% 6.0% 2.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

33.8%

18.8%

26.1%

25.8%

49.4%

65.5%

56.3%

53.1%

16.8%

15.7%

17.6%

21.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

⑴

⑵

⑶

⑷

目
指
す
姿

⑴道路、交通施設、上下水道などのインフラや住宅、区役

所、学校、スポーツ施設などの建築物は、計画的な維持・
保全・更新・再配置・複合化が行われている。

⑵ＩＣＴや先端技術の活用等により、インフラや建築物は

効率的な維持・保全や施設規模の適正化などが行われて
いる。

⑶公共施設では、整備や運営・維持管理などに関する積

極的な官民連携が進んでおり、市民ニーズ等を捉えた多様
で柔軟なサービスの提供が行われている。

⑷道路や広場などの空間が有効に利活用され、まちにゆと
りやにぎわいが生まれている。

そう思う まあそう思う どちらともいえない（普通） あまりそう思わない 全くそう思わない わからない

〇（＋評価） △（どちらとも言えない・分からない） ✕（ー評価）

全体評価点*（前年比）

3.09（+0.02）

R4

3.26

R5

3.10

R6

3.07

( n = 6,862 ) 

( n = 6,862 ) 
基本目標⑳「都市基盤を適切に維持・更新し、最大限利活用するまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿に対して、

「〇（＋評価）」、 「△（どちらとも言えない・わからない）」 または「×（－評価）」のいずれかあてはまるものを選択してください。

基本目標⑳「都市基盤を適切に維持・更新し、最大限利活用するまち」が実現していると思いますか。

*そう思う=5点、まあそう思う=4点、どちらともいえない（普通）=3点、あまりそう思わない=2点、全くそう思わない=1点として回答の平均値で算出。（わからないは除外）

( n = 6,862 ) 基本目標

の評価

目指す姿

の評価
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都市空間分野

基本目標⑳「都市基盤を適切に維持・更新し、最大限利活用するまち」
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79.6%

48.6%

62.7%

57.4%

2.7%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

その他

重要だと思うものはない

カテゴリ 記述内容抜粋

除排雪と道路補修強化 ・冬季の除雪や排雪が追いつかず、歩道も車道も凸凹で危険であるため、徹底した除排雪と道路補修を最優先にすべきだ。

・住宅街の小路も含め、雪で2車線が1車線になる、合流部の雪山で視界が遮られるといった状況を改善すべきだ。

老朽化インフラ更新 ・給水管や下水道、ガス管など見えないインフラの老朽化が心配であり、点検の強化と結果の公表が必要である。

・道路の陥没やアスファルトの劣化が目立つため、壊れてから直すのではなく予防保全に転換すべきだ。

地下鉄延伸と交通充実 ・手稲区や清田区などへの地下鉄延伸を早期に実現し、公共交通網を充実させるべきだ。

・右折・左折レーンの不足や信号制御の最適化など、道路の交通処理能力を高めて渋滞を緩和すべきだ。

学校施設の安全快適化 ・耐震基準を満たさない公立学校が多く、避難所としての安全や寒さ対策も含め、補強・建替えと統廃合の検討を早急に進めるべきだ。

・学校へのエアコン設置を急ぎ、設置後は即時に利用できるよう運用面も改善すべきだ。

公共施設の統廃合活用 ・新たな大規模施設の建設ありきではなく、将来の維持管理費を見据えた地に足の着いた計画が必要である。

・税負担軽減の観点から、利用が少ない公共施設は統廃合や手放す判断も含め見直すべきだ。

重要度の

評価

上記以外に

重要だと思
うもの ( FA )

目
指
す
姿

⑴道路、交通施設、上下水道などのインフラや住宅、区役

所、学校、スポーツ施設などの建築物は、計画的な維持・
保全・更新・再配置・複合化が行われている。

⑵ＩＣＴや先端技術の活用等により、インフラや建築物は

効率的な維持・保全や施設規模の適正化などが行われて
いる。

⑶公共施設では、整備や運営・維持管理などに関する積

極的な官民連携が進んでおり、市民ニーズ等を捉えた多様
で柔軟なサービスの提供が行われている。

⑷道路や広場などの空間が有効に利活用され、まちにゆと
りやにぎわいが生まれている。

( n = 6,862 ) 基本目標⑳「都市基盤を適切に維持・更新し、最大限利活用するまち」に関連する下記の札幌市の目指す姿のなかで、あなたが重要だと思うものすべてを
選択してください。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。
実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



2.調査結果の詳細
-  回収結果および基本情報

-  問1 まちづくり戦略ビジョンについて

-  問2 基本目標について

-  問3 まちづくりの重要概念に関する取組について

-  問4 人口減少について
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4.6%

36.3%

45.8%

6.0%

7.3%

問3.1 共生社会の実現度 問3.2実現していると思う理由

問3.2実現していないと思う理由

56.0%

49.4%

59.1%

5.7%

9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

その他

わからない

実現していると思う

まあ実現していると思う

あまり実現していないと思う

まったく実現していないと思う

わからない

68.9%

41.5%

42.4%

2.7%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

その他

わからない

⑴誰もが円滑に移動することができ、快適に利用できる施設などの整備

⑵当事者への支援と情報発信の充実

⑶心のバリアフリー※の浸透と誰もが自分らしく活躍できる環境の整備

⑴誰もが円滑に移動することができ、快適に利用できる施設などの整備

⑵当事者への支援と情報発信の充実

⑶心のバリアフリー※の浸透と誰もが自分らしく活躍できる環境の整備

■ユニバーサル（共生）に関する質問（1/8）

( n = 6,862 ) あなたは、現在札幌市において共生社会※が実現していると思いますか。あて
はまるもの一つを選択してください。

( n = 2,757 ) 1で答えた理由として、どのような点で共生社会が実現している（または、実
現していない）と思いますか。あてはまるものすべてを選択してください。

( n = 3,569 ) 
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R4

15.4%5.8%38.4%37.1%3.2%R5

15.8%5.5%37.3%38.2%3.2%R6

7.3%6.0%45.8%36.3%4.6%R7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

⑴

⑵

⑶

その他

わからない

59.4%
61.5%

68.9%

29.4%

22.3% 41.5%

26.6%

23.0% 42.4%

1.9%
2.8%
2.7%

4.8%

R5

R6

R7

実現している／実現していない理由

■ユニバーサル（共生）に関する質問（2/8）

経年変化｜共生社会の実現度

聴取なし

⑴誰もが円滑に移動することができ、快適に利用できる施設などの整備

⑵当事者への支援と情報発信の充実

⑶心のバリアフリー※の浸透と誰もが自分らしく活躍できる環境の整備

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

⑴

⑵

⑶

その他

わからない

41.1% 56.0%

38.1% 49.4%

47.4% 59.1%

4.3%
5.7%

9.1%

41.3%

46.1%

48.3%

4.6%

実現していると思う まあ実現していると思う あまり実現していないと思う まったく実現されていないと思う わからない

52



●2.調査結果の詳細 | 問3 まちづくりの重要概念に関する取組について

53

問3.3
実現してい

ないと思う
理由

移民・治安・ルール不安 ・外国人受け入れに反対で、他地域の問題事例を意識せずに進めるべきではないと考える。

・共通のルールを定めて周知し、全体で守るべきだと考える。

バリア・交通・除雪不足 ・歩道や道路の凹凸が多く、施設内の床が沈む場所もあり、バリアフリーになっていない。

・上りだけのエスカレーター設置は健常者目線で、下りも必要だと感じる。

情報・教育・対話不足 ・当事者以外への情報発信が不足し、どのような活動か分からない。

・多様性や心のバリアフリーの教育が不十分で、義務教育での教育が重要だと考える。

偏見・ヘイトの拡大 ・差別的発言や排外主義的言説が見られる。

・札幌の情報発信チャンネルで外国人やイスラムの人々へのヘイトがあり、条例での抑止を望む声がある。

就労・格差・支援不足 ・男女の賃金格差や仕事の質の差を解消すべきだと考える。

・外国人労働者の労働環境と受け入れ体制が不十分だと感じる。

・支援員の配置が不足し、普通学級との交流学習に行けない子どもが多いと感じる

問3.3
実現して

いると思う
理由

多様な人の存在実感 ・実態として年齢や国籍、障がいの有無にかかわらず、さまざまな人が隣り合って生活していると実感する。

・以前に比べ、公共交通機関で多様な人が移動し、それを支える姿をよく見かける。

支援・設備の前進 ・近年、地下鉄の乗車口にスロープが設置され、改善が進んでいると評価する。

・就労支援施設の食品や雑貨を販売する店やカフェをよく見かけ、利用しており、前進を感じる。

寛容さ・助け合い ・街の人の心が広く穏やかで、寛容さを感じる。

・困っている人がいれば手を差し伸べるという意識が大切だと考える。

教育・交流の取組 ・小学校で留学生交流会があり、交流の機会があった。

・心のバリアフリーを推進する活動がある。

受入れ基盤の土壌 ・札幌には様々な場所から人が集まっており、他地域に比べ心のバリアフリーが進んでいると感じる。

・元々モスクや教会が多く、宗教や民族の受け入れが多い。

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。 実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）

■ユニバーサル（共生）に関する質問（3/8）
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8.3%

43.0%
32.6%

10.8%

5.2%

問3.4 バリアフリー化の実現度 問3.5バリアフリー化が進んだと思う理由

問3.5バリアフリー化が進んでいないと思う理由

67.3%

56.3%

73.5%

48.2%

39.9%

5.7%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

わからない
進んでいる

どちらかというと進んでいる

どちらかというと進んでいない

進んでいない

わからない

86.0%

74.8%

44.2%

35.8%

33.0%

2.2%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

わからない

⑴公共交通施設や公共交通機関の整備（具体例：エレベーターの設置、バリアフリー化された車両の導入等）

⑵建物内の整備（具体例：自動ドアやスロープ、手すりの設置、トイレのバリアフリー化等）

⑶道路の整備（具体例：歩道の段差の解消、歩道の勾配の改善、歩道に視覚障がい者誘導用ブロックの設置

等）

⑷公園の整備（具体例：園路の段差の解消、トイレや駐車場のバリアフリー化等）

⑸わかりやすく利用しやすい情報提供の充実（具体例：ピクトグラム（絵文字）による表示、文字の多言語化

等）

■ユニバーサル（共生）に関する質問（4/8）

( n = 6,862 ) あなたは、現在の札幌のまちにおける建物、道路、駅、電車等の施設や設備

のバリアフリー化※が進んでいると感じますか。あてはまるもの一つを選択してく
ださい。

( n = 3,476 ) 4で答えた理由として、どのような点でバリアフリーが進んだ（または、進んでい
ない）と思いますか。あてはまるものすべてを選択してください。

( n = 2,996 ) 
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7.5%

7.6%

9.1%

8.3%

47.4%

45.8%

46.5%

43.0%

26.0%

28.8%

27.6%

32.6%

9.9%

10.7%

9.9%

10.8%

9.2%

7.1%

6.9%

5.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R4

R5

R6

R7

81

47

29

56

1
1

86

75

44

36

33

2

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

わからない

75

78

52
30
2918

2412

25
20

18

進んでいる理由

■ユニバーサル（共生）に関する質問（5/8）

経年変化｜バリアフリー化の実現度

R4

R5

R6

R7

進んでいる どちらかというと進んでいる どちらかというと進んでいない 進んでいない わからない

進んでいない理由
17

14

21

9

10

1

55

37

57

24

28

4
4

67

56

73

48

40

6

3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

その他

わからない

58

27

53

20

20
R4

R5

R6

R7
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冬季除雪・凍結対策不足 ・冬季は道路がバリアフリーではなく、歩道の確保幅や出入口が除雪で塞がることがある。

・ツルツル路面の対策が不十分で、健常者でも出歩くのを躊躇する状態だ。

地下鉄昇降設備の不足 ・途中までエスカレーターがあるのに途中から階段になる場所が多すぎる。

・下りエスカレーターの設置駅が少なく、膝の弱い人にはきつい。

・各階のエレベーター間隔が長く、乗り継ぎで長距離を歩かされる。

歩道段差・点字劣化 ・歩道に段差やでこぼこが多く、車道も穴だらけで危険である。

・点字ブロックの破損や浮き、剥がれが目立ち、補修が追いついていない。

公共交通の減便・段差 ・バスの減便が進み、移動の最大の障壁になっている。

・ノンステップバスでも段差があり、高齢者には利用しづらいという声がある。

案内表示・情報不足 ・ピクトグラムがわかりづらく、デザイン基準が必要だと感じる。

・バリアフリー情報がWebで見つけづらく、事前計画が立てにくい。

都心地下歩道の充実 ・地下歩道が充実しており、都心部は冬でも移動しやすいと感じる。

・都心は地下が発達しているので移動面は良好だと思う。

新施設・新建物進展 ・道内の他の市町村と比べると進んでいる面がある（古い建物は別として）。

・札幌中心部ではバリアフリー化が進んできたと感じる。

トイレ設備の拡充 ・オストメイトのトイレが増えたと感じる。

・大人のおむつ替え施設が分かりやすく整備され、誰もが外出を諦めなくてよい。

乗降支援の整備進展 ・地下鉄ホームに車椅子用スロープが設置されている。

・バスや地下鉄でも車椅子の人が安心して乗れている場面がある。

人の配慮・支援実感 ・街の人が障害のある人を特別視せず普通に接しているのが良い。

・障害のある人が以前より街に出て来ていると感じる。

■ユニバーサル（共生）に関する質問（6/8）

問3.6
バリアフリー

化が進んで

いないと思
う理由

問3.6
バリアフリー

化が進んだ
と思う理由

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。 実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）
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問3.7 ユニバーサルデザインの認知率 問3.8 困っている人を見かけた際の対応

59.3%

30.5%

10.2%

35.7%

8.9%

16.2%

8.4%

29.4%

1.4%

意味も含めて知っていた

詳しい意味は知らなかったが、名前は聞いたことがあった

知らなかった

積極的に自ら手助けをした

相手から求められて手助けをした

話しかけたり、声をかけたりしたが、手助けまで至らなかった

何もしなかった

困っているところを見かけたことは無い

その他

■ユニバーサル（共生）に関する質問（7/8）

( n = 6,862 ) あなたは、「ユニバーサルデザイン※」という言葉を知っていましたか。あてはまる
もの一つを選択してください。

( n = 6,862 ) あなたは、過去１年くらいの間に、外出の際、高齢者・障がいのある方・妊産

婦・乳幼児を連れた方などが困っているのを見かけた際、どのようにしましたか。

あてはまるもの一つを選択してください。
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30.1%

47.5%

51.7%

59.3%

38.7%

32.7%

30.7%

30.5%

31.2%

19.8%

17.6%

10.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R4

R5

R6

R7

29.0%

30.0%

30.9%

35.7%

8.0%

10.0%

8.9%

8.9%

14.2%

16.0%

15.5%

16.2%

11.0%

6.5%

7.3%

8.4%

35.6%

36.1%

35.3%

29.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

2.2%R4

1.3%R5

2.1%R6

1.4%R7

■ユニバーサル（共生）に関する質問（8/8）

経年変化｜ユニバーサルデザインの認知度

経年変化｜困っている人を見かけた際の対応

意味も含めて知っていた 詳しい意味は知らなかったが、名前は聞いたことがあった 知らなかった

積極的に自ら手助けした 相手から求められて手助けした
話しかけたり、声をかけたりしたが、

手助けまでは至らなかった
何もしなかった

困っているところを

見かけたことはない
その他
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問3.9 自身の健康に対する認識 問3.10 市のウェルネス推進認知と健康な行動実態

21.0%

51.9%

18.4%

7.4%

1.2%
23.4%

44.9%

18.5%

13.2%

健康である

どちらかというと健康である

どちらかというと健康でない

健康でない

わからない

推進していることを知っており、健康な行動をとっている

推進していることは知らなかったが、健康な行動はとっている

推進していることは知っているが、健康な行動はとっていない

推進していることを知らないし、健康な行動をとっていない

■ ウェルネス（健康） に関する質問（1/3）

( n = 6,862 ) あなたは、自分自身が健康であると感じますか。あてはまるもの一つを選択して
ください。

( n = 6,862 ) あなたは、札幌市が「ウェルネス」（健康）を推進していることを知っていますか。

また、日ごろから意識して健康な行動※をとるようにしていますか。あてはまるも
の一つを選択してください。
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22.2%

20.0%

21.3%

21.0%

52.0%

53.2%

51.3%

51.9%

15.2%

17.7%

17.2%

18.4%

8.8%

7.5%

8.4%

7.4%

1.8%

1.6%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R4

R5

R6

1.2%

R7

16.0%

15.3%

23.4%

52.4%

56.6%

44.9%

13.4%

11.9%

18.5%

18.2%

16.2%

13.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R4

R5

R6

R7

■ユニバーサル（共生）に関する質問（5/5）

経年変化｜自身の健康に対する認識

経年変化｜市のウェルネス推進認知と健康な行動実態

健康である どちらかというと健康である どちらかというと健康でない 健康でない わからない

推進していることは知っており、健康な行動をとっている
推進していることは知らなかったが、

健康な行動はとっている

推進していることは知っているが、

健康な行動はとっていない

推進していることを知らないし、

健康な行動をとっていない

聴取なし
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( n = 6,862 ) 問3.11
生涯学習

として

取り組んで

いるもの

問3.12
その他に

取り組んで
いること

金融・資産運用の学び ・株式投資や投資全般について学んでいる。

・家庭の金銭管理や経済・金融・地政学について学んでいる。

IT・AI等デジタル学習 ・最新の情報科学技術について学んでいる。

・AIやセキュリティなどの最新テクノロジーを学んでいる。

地域活動・ボランティア ・虐待防止運動に関わり、オレンジリボンの活動に参加している。

・地域食堂の運営に携わっている。

・全国規模の札幌友の会で家事家計講習会や世代間交流の学びを続けている。

心理・宗教の学び ・心の成長のため心理カウンセラーの講座を受講している。

・アドラー心理学や心の健康に関する学びを深めている。

参加の障壁 ・金銭的負担が大きく、受講料が高くて手が届かない。

・興味はあるが、どこで何を習えるのか分からず、方法に行き着けない。

31.4%

47.7%

28.7%

24.0%

30.8%

16.1%

18.0%

1.8%

18.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１．芸術・工芸・芸能・音楽に関すること

２．健康・スポーツに関すること（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など）

３．家庭生活に関する実用的なこと（料理、洋裁、編み物など）

４．外国語・歴史・文学などの教養を高めること

５．職業上必要な知識・技能の習得や、資格を取得すること

６．社会問題・市民生活に関すること（少子高齢化、情報化、国際理解、環境など）

７．社会貢献活動（町内会などの地域活動、ボランティア、ＮＰＯ、市民活動など）

８．その他

９．取り組んでいない

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。 実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）

■ ウェルネス（健康） に関する質問（2/3）

次にあげるもののうち、あなたがいま生涯学習※として取り組んで（学んだり、活動したりして）いるものはありますか。
あてはまるものすべてを選択してください。

生涯学習率（前年比）

80.8%（66.1％）
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その他

取り組んでいない

19.8%

21.5%

33.8%

17.2%

22.8%

7.4%

9.2%

18.4%

13.2%
22.9%

31.4%
21.9%

40.1%

47.7%

13.1%
24.1%

28.7%

社会貢献活動（町内会などの地域活動、ボランティア、NPO,市民活動など）

19.4%

24.0%
16.2%

25.9%

30.8%
4.2%

8.4%

16.1%

6.6%
11.5%

18.0%

1.0%

芸術・工芸・芸能・音楽に関すること

1.5%
1.8%

13.7%
23.1%

33.4%

10.1%

健康・スポーツに関すること（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など）

家庭生活に関する実用的なこと（料理、洋裁、編み物など）

外国語・歴史・文学などの教養を高めること

職業上必要な知識・技能の習得や、資格を取得すること

社会問題・市民生活に関すること（少子高齢化、情報化、国際理解、環境など）

2.1%

■ユニバーサル（共生）に関する質問（3/5）

経年変化｜生涯学習として取り組んでいるもの

R4

R5

R6

R7
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0.9%

54.9%

28.3%

7.2%

2.6%

1.1%

1.3%

1.0%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全く歩かない

1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上4時間未満

4時間以上5時間未満

5時間以上6時間未満

6時間以上7時間未満

7時間以上

問3.13学習や活動の環境の満足度 問3.14  1日の徒歩数

9.7%

42.1%

19.9%

9.7%

4.6%

14.0%

満足している

どちらかというと満足している

どちらかというと満足していない

満足していない

わからない

取り組んでいない

■ ウェルネス（健康） に関する質問（3/3）

平均時間（前年比）

78.7分（67分）

( n = 6,862 ) あなたは現在の学習や活動の環境に満足していますか。あてはまるもの一つを
選択してください。

( n = 6,862 ) あなたは、１日に何分くらい歩いていま

すか。数値（分）を記入してください。

（通勤・通学を含みます。）



●2.調査結果の詳細 | 問3 まちづくりの重要概念に関する取組について

64

経年変化｜1日の徒歩数

■ ウェルネス（健康） に関する質問（3/3）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満

3時間以上4時間未満

4時間以上5時間未満

5時間以上6時間未満

6時間以上7時間未満

7時間以上

1.2%
0.8%
0.9%

54.0%
54.8%
54.9%

30.8%
27.2%

28.3%

全く歩かない

7.5%
7.2%

2.4%
2.6%
2.6%

1.2%
1.6%
1.1%

1.6%
1.6%
1.3%

0.7%
0.8%
1.0%

0.5%
3.1%
2.6%

7.6%

R5

R6

R7
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10.2%

45.9%
26.2%

6.6%

11.0%

進んでいる

どちらかというと進んでいる

どちらかというと進んでいない

進んでいない

わからない

問3.15 デジタル化の進度 問3.16進んだと思う理由

問3.16進んでいないと思う理由

50.5%

28.0%

62.4%

14.6%

14.2%

35.3%

11.9%

15.1%

40.4%

1.4%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

産業・観光

防災・防犯

移動・交通

福祉

子育て

教育

建設・除排雪

環境・エネルギー

行政

その他

わからない

30.4%

41.3%

48.4%

37.3%

27.8%

27.8%

26.5%

42.5%

46.4%

2.5%

8.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

産業・観光

防災・防犯

移動・交通

福祉

子育て

教育

建設・除排雪

環境・エネルギー

行政

その他

わからない

■スマート（快適・先端）に関する質問（1/4）

( n = 6,862 ) あなたは、まちのデジタル化※が進んでいると感じますか。あてはまるもの一つを
選択してください。

( n = 3,787 ) 問3.15で答えた理由として、どのような点でデジタル化が進んだ（または、進ん
でいない）と思いますか。あてはまるものすべてを選択してください。

( n = 2,300 ) 
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■スマート（快適・先端）に関する質問（2/4）

9.2%

11.9%

12.8%

10.2%

41.0%

45.5%

45.6%

45.9%

22.8%

19.0%

19.5%

26.2%

10.7%

7.3%

5.8%

6.6%

16.3%

16.3%

16.3%

11.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

R4

R5

R6

R7

経年変化｜デジタル化の進度

進んでいる どちらかというと進んでいる どちらかというと進んでいない 進んでいない わからない
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■スマート（快適・先端）に関する質問（3/4）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子育て

教育

建設・除排雪

環境・エネルギー

行政

その他

わからない

21.0%

50.5%
8.8%

28.0%

25.7%

62.4%

3.8%

14.6%

3.4%

14.2%

17.7%

35.3%

3.7%

11.9%

4.8%

15.1%

10.3%

40.4%

0.7%

1.4%

2.2%

46.2%

16.4%

58.2%

7.4%

8.1%

36.8%

7.4%

7.4%

26.1%

産業・観光
48.7%

17.7%

61.4%

8.1%

8.2%

38.9%

1.3%

9.3%

25.9%

1.7%

防災・防犯

移動・交通

福祉

10.3%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

防災・防犯

移動・交通

福祉

子育て

教育

建設・除排雪

環境・エネルギー

行政

その他

わからない

8.6%

30.4%

11.6%

41.3%
11.6%

48.4%

11.2%

37.3%

9.0%

27.8%

9.1%

27.8%

15.8%

26.5%

7.8%

42.5%

14.1%

46.4%

1.2%

2.5%

8.1%

29.7%

36.7%

45.1%

34.6%

27.3%

28.4%

48.7%

21.3%

産業・観光

2.6%

29.8%

38.5%

47.9%

39.6%

38.3%

28.5%

49.4%

21.3%

48.8%

2.5%

29.8%

R4 R5 R6 R7

経年変化｜デジタル化の進度

進んでいる理由 進んでいない理由
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紙・縦割り・窓口依存 ・紙が多く、稟議の捺印や紙書類の提出が残り、ペーパーレス化が進んでいないと感じる。

・住所変更などのオンライン化が進まず、窓口が混雑して手続きに時間がかかると感じる。

マイナ活用不足 ・マイナンバー関連は結局動かなければならず、ネットで完結したいと感じる。

・マイナンバーの活用を進め、申請や給付をワンタッチで完了できるようにしてほしいと感じる。

行政決済と交通IC遅れ ・行政手続きの支払いでクレジットカードが使えず、行政のキャッシュレス化が遅れていると感じる。

・SAPICAの電子化を早く進め、JRとの統合を望む声がある。

高齢者配慮と格差 ・デジタル化が進んでも使えない高齢者や面倒に感じる人には普及しないと感じる。

・紙の広報の配布継続など、アナログ手段の併用が必要だと感じる。

UI/周知・連絡手段不足 ・窓口や分野ごとに使い勝手が統一されず、ID連携とデータ連携を進めてほしいと感じる。
・除雪情報がLINEやテレビのみで、メール配信など他の手段がなく不便だと感じる。

防災・市公式LINE活用 ・大雪時の計画運休の情報発信が評価できると感じる。

・熊出没や除雪情報がLINEで届き助かると感じる。

マイナ活用と証明書 ・マイナンバーカードで住民票をコンビニで取得できて非常に良いと感じる。

・大雪時の情報発信や住民票コンビニサービス等を評価している。

交通IC・決済の進展 ・地下鉄の改札でクレジットタッチが使えるようになり便利だと感じる。

・一般的にはキャッシュレス決済は進んでいると思う。

医療・図書館の予約化 ・図書館の本予約・検索システムが利用しやすくなっていると感じる。

・病院やお店の予約がオンラインでできる場面が増えたと感じる。

民間サービスのDX化 ・スーパーやコンビニでセルフレジが増えていると感じる。

・このようなアンケートをスマホで回答できる点にデジタル化の進展を感じる。

■スマート（快適・先端）に関する質問（4/4）

問3.17
デジタル化

が進んでい

ないと思う
理由

問3.17
デジタル化

が進んだと
思う理由

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。 実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）



2.調査結果の詳細
-  回収結果および基本情報

-  問1 まちづくり戦略ビジョンについて

-  問2 基本目標について

-  問3 まちづくりの重要概念に関する取組について

-  問4 人口減少について
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56.7%

14.6%

63.7%

23.9%

10.1%

65.5%

24.8%

47.2%

21.0%

20.3%

32.8%

27.9%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

その他

不安を感じない

0.0%

問4.1人口減少することに対する危機感 問4.2 人口減少した場合の不安

18.8%

42.8%

30.3%

5.4%

2.7%

非常に危機感を持っている

危機感を持っている

あまり危機感を持っていない

全く危機感を持っていない

わからない

⑴公共料金が高くなる

⑵教育文化施設、スポーツ施設等の公共施設がなくなる

⑶医療保険や年金など社会保障の維持が困難になる

⑷食料品や日用品などの買い物が不便になる

⑸趣味や娯楽などの施設がなくなる

⑹公共交通機関の減便・廃止等により交通の便が悪くなる

⑺保育園や幼稚園、小児医療機関などの減少により子育て環境が悪くなる

⑻医療、福祉サービスが行き届かなくなる

⑼学校の廃校や小規模校化等により教育環境が悪くなる

⑽企業等の撤退により仕事がなくなる、収入が減る

⑾担い手や後継者の不足により地域産業の維持が困難になる

⑿若者が減少し地域に活気がなくなる

■人口減少（1/6）

( n = 6,862 ) あなたは、札幌市の人口が減少することに危機感を持っていますか。あてはま
るもの一つを選択してください。

( n = 6,862 ) 今後、人口の減少が進んだ場合、あなたは、特にどのようなことに不安を感じ
ますか。次の中から五つまで選択してください。



●

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

その他

不安を感じない

48.8%
56.7%

9.7%
14.6%

53.3%
63.7%

20.9%
23.9%

10.7%
10.1%

55.8%
65.5%

21.7%
24.8%

37.8%
47.2%

18.0%
21.0%

⑴

20.3%

29.2%
32.8%

30.8%

18.6%

2.7%
0.0%

2.2%
2.5%

27.9%
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経年変化｜人口減少した場合の不安

⑴公共料金が高くなる

⑵教育文化施設、スポーツ施設等の公共施設がなくなる

⑶医療保険や年金など社会保障の維持が困難になる

⑷食料品や日用品などの買い物が不便になる

⑸趣味や娯楽などの施設がなくなる

⑹公共交通機関の減便・廃止等により交通の便が悪くなる

⑺保育園や幼稚園、小児医療機関などの減少により子育て環境が悪くなる

⑻医療、福祉サービスが行き届かなくなる

⑼学校の廃校や小規模校化等により教育環境が悪くなる

⑽企業等の撤退により仕事がなくなる、収入が減る

⑾担い手や後継者の不足により地域産業の維持が困難になる

⑿若者が減少し地域に活気がなくなる

■人口減少（2/6）

※R4、R5は設問なし
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問4.3 人口減少した場合の不安（その他の回答）

外国人増加と治安悪化懸念 ・外国人が増えると犯罪が増え治安が悪くなるのが不安だ。

・外国人の割合が高まり文化が壊れることを懸念している。

税収減と負担増の不安 ・税収が減って市民税や社会保険料の負担がさらに重くなるのが不安だ。

・年金がもらえるか分からず生活が苦しくなるという不安がある。

インフラ維持困難・除雪悪化 ・除雪や排雪の状況が今以上に悪化し、冬季の移動が危険になるのが不安だ。

・区役所や地下鉄などの老朽化が進み、整備不備が増えるのが不安だ。

労働力不足と経済停滞 ・人が減ると消費が減り、企業の縮小や廃業が増えるのではと懸念している。

・進学や就職の志願者が減り、人材やサービスの質が低下するのが不安だ。

少子化・教育縮小と若者流出 ・学校の統廃合が進み、通学環境が悪化するのが不安だ。

・出生率が低く、若者を優遇する施策が必要だと考えている。

空き家増加と地域の荒廃 ・空き家や廃墟が増え、犯罪の温床になるのが不安だ。

・地価が下がり、海外企業の買収が進むのが心配だ。

都心集中と周辺過疎・集約化 ・周辺の市町村で過疎化が進み、札幌への一極集中が強まるのが懸念だ。

・コンパクトで無駄のないまちづくりや、機能の集約と再配置が必要だと感じている。

医療介護負担増とサービス低下 ・高齢者割合がさらに増え、現役世代の税負担や介護負担が重くなるのが不安だ。

・高齢者福祉活動の質が低下し、健康の衰えが加速するのではと懸念している。

行政運営の遅さ・財政運用不信 ・慣例的な予算配分をやめ、財政状況に応じた予算に改めてほしい。

・税金の流れをブロックチェーンで可視化し、透明性を高めてほしい。

■人口減少（3/6）

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。 実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）
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37.2%

37.3%

69.3%

58.5%

8.1%

12.8%

10.2%

40.6%

5.3%

25.6%

11.2%

12.7%

2.6%

1.1%

2.6%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

子育て環境の整備や子育て世帯への支援

若者の出会いの場づくりなど結婚に向けた支援

必要な教育を受けられる環境の整備

食料品や日用品などの買い物ができる環境の整備

公共交通機関の維持確保

必要な医療や福祉が受けられる環境の整備

観光地づくりや国内外に向けた観光客の誘客活動

道産食品のブランド化や輸出の拡大

ものづくりなど市内企業等の技術力向上

人材の確保や育成、安定した雇用の確保

外国人材に選ばれる環境づくり

札幌市への移住や定住、Ｕ・Ｉターン就職の促進

移住や定住せずとも地域と多様に関わり、地域の力になる人の創出

ＩＣＴなど未来技術の様々な分野への導入

その他

特に取組は必要ない

問4.4人口減少しても「誰もが幸せを感じ、希望を実現している、魅力と活力に満ちあふれる未来」を実現するために重要だと思う取組

■人口減少（4/6）

( n = 6,862 ) あなたは、人口が減少しても「誰もが幸せを感じ、希望を実現している、魅力と活力に満ちあふれる未来」を実現するため、今後、特にどのような取組が重要だと思いますか。次の中から
五つまで選択してください。
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

若者の出会いの場づくりなど結婚に向けた支援

必要な教育を受けられる環境の整備

食料品や日用品などの買い物ができる環境の整備

公共交通機関の維持確保

必要な医療や福祉が受けられる環境の整備

観光地づくりや国内外に向けた観光客の誘客活動

道産食品のブランド化や輸出の拡大

ものづくりなど市内企業等の技術力向上

人材の確保や育成、安定した雇用の確保

外国人材に選ばれる環境づくり

札幌市への移住や定住、Ｕ・Ｉターン就職の促進

移住や定住せずとも地域と多様に関わり、地域の力になる人の創出

ＩＣＴなど未来技術の様々な分野への導入

37.2%

37.3%

69.3%

58.5%

8.1%

12.8%

10.2%

40.6%

5.3%

25.6%

11.2%

12.7%

2.6%

1.1%

その他

特に取組は必要ない

2.6%

1.1%

55.7%

19.5%

33.4%

28.5%

子育て環境の整備や子育て世帯への支援

50.2%

8.3%

13.8%

10.9%

41.8%

57.0%

22.8%

11.1%

8.5%

1.1%

2.7%

4.2%
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経年変化｜人口減少しても「誰もが幸せを感じ、希望を実現している、魅力と活力に満ちあふれる未来」を実現するために重要だと思う取組

■人口減少（5/6）

R6

R7

※R4、R5は設問なし
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問4.5 人口減少しても「誰もが幸せを感じ、希望を実現している、魅力と活力に満ちあふれる未来」を実現するために重要だと思う取組（その他）

生活安定・賃上げ減税 ・経済的な生活の安定が根幹である。

・賃金を上げる取り組みが必要だ。

子育て・出産支援充実 ・不妊治療への助成を拡大し、年齢制限の範囲も広げてほしい。

・出産の不安を減らすため、預け先を増やし保育園の無償化を進めてほしい。

コンパクトシティ化 ・コンパクトなまちづくりを進めるべきだ。

・札幌をスモールシティと捉え、公共交通や医療・福祉を確実に維持すべきだ。

除雪・冬道対策強化 ・雪道・冬道の整備を強化すべきだ。

・除排雪や地下道整備で雪国のハンデを感じない街にしてほしい。

公共交通維持拡充 ・JRは市民の足として、市から資金を出してでも維持したい。
・周辺市町村と連携し、地下鉄などの交通機関を確保すべきだ。

産業振興・雇用創出 ・企業の市内進出を支援し、雇用を増やす必要がある。

・道内・市内企業が活性化するよう地元発注や支援を推進すべきだ。

外国人受入の是非 ・外国人との共生社会づくりが必要だ。

・人口減を外国人で補填するべきではないという意見がある。

デジタル省人化推進 ・ICTなど未来技術で省人化・効率化を進め、サービス品質を維持すべきだ。
・企業も行政もデジタル化・省人化を進め、労働生産性を上げるべきだ。

魅力発信・文化活性 ・魅力あるまちづくりのため、情報発信と実践を強化すべきだ。

・雪の観光都市として、世界中の関係人口が貢献できる仕組みをつくるべきだ。

■人口減少（6/6）

*   回答の多い内容を集約し、カテゴライズ。 実際の回答を記載（弊社にて必要に応じて文言調整）
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